2018年9月7日
日本キリスト教会　各教会・伝道所　御中
北海道胆振(いぶり)東部地震について
大会書記　芳賀繁浩
　天地の造り主なる神様の御名を讃美いたします。

　昨９月６日未明に発生した「北海道胆振〔いぶり〕東部地震」につき、現時点で大会書記のもとに寄せられている安否情報をお知らせいたします。

北海道中会からの報告：
　現在、北海道中会書記の河野美文先生は現在ご病気で入院中のため、八田牧人先生と久野真一郎先生が分担して書記代行をされています。

　６日朝、冨永憲司大会議長が八田牧人教師と連絡を取った時点では、「札幌地区の教会にはそれほどの被害はない」とのことでした。

　また、６日昼過ぎ、久野真一郎教師から大会事務所に入った連絡では「12:30現在、北海道中会で大きな被害情報はない」とのことでした。

震源地近辺の教会への問い合わせ：

　大会事務所では、震源地近くの遠浅教会、苫小牧教会に直性連絡を試みてくださいました。

　震度6強だった安平町の遠浅教会では、河野美文先生が入院中のため、奥様とのfacebookによるやり取りを６日の午前中に試みたところ、河野先生、奥様とも無事。教会は物が落下した程度で、建物の被害はないとの返答でした。

　苫小牧教会の丸徹先生の携帯に６日夕方に連絡したところ、人的、建物の被害はなく、教会員の安否確認も一応終わって特に被害はない。停電しており、インターネットも繋がらない、携帯電話とラジオだけが情報手段、水道とガスは今のところ正常、とのことでした。

今後の対応

　これまでの情報は、いずれも６日現在のもので、電気や通信手段の復旧に伴い、さらなる被害が明らかになる恐れがあります。また、建物についても後になって構造上の被害が明らかになる場合も少なくありません。余震も心配です。救援や支援・復旧活動のついての情報もこれから寄せられることと思います。
　現在、今回の震災に対して、日本キリスト教会としてどのように対応を取るか検討しております。決定次第、改めてご連絡を差し上げるつもりでおります。

　なお、来月に予定されている第68回大会については、会場教会である札幌北一条教会から、予定通りの開催が可能であるとのご返答をいただいております。

　どうぞ引き続き祈りの内にお覚え下さり、また情報、ご提案等ありましたらお知らせいただければ幸いです。
